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１ 単元名 跳び箱運動 

 

２ 単元のねらい 

○ 跳び箱運動の楽しさや喜びに触れ，基本的な支持跳び越し技を安定して行うとともに，その発

展技を行なうことができる。【技能】 

○ 運動に進んで取り組み，約束を守り助け合って運動をしたり，場や器械・器具の安全に気を配

ったりすることができる。【関心・意欲・態度】 

○ 自己の能力に適した課題解決の仕方や技の組み合わせを工夫できる。【思考・判断】 

 

３ 運動の特性 

（１）一般的特性 

   いろいろな跳び方で跳び箱を跳び越すことが楽しい運動である。自分にあった高さや向きの跳

び箱を気持ちよく跳び越したり，新しい跳び方に挑戦して跳び越したりすることができるように

なったときに，大きな喜びが得られる運動である。 

（２）児童から見た特性 

   跳び箱運動のおもしろさは，「助走を生かして強く踏み切り，腕で支持して飛び越し，安定した

着地ができるかどうか」である。高学年では，さらにいろいろな技でも大きくダイナミックな安

定した動作で跳び越し，ぴたりと着地することができるかどうかにおもしろさを感じる。 

 

４ 児童の実態 

本学級は，体育学習に意欲的に取り組み，休み時間にはサッカーやハンター（鬼ごっこ）などに

親しむ児童が多い。しかし，中には外遊びを好まない児童もいる。そのため体育館使用学年や運動

場使用学年の割り当ての日には，教室以外で体を動かして遊ぶように声かけをしている。 

体育アンケートの結果を見ると「体育が好き」と答えた児童が大半をしめた。その理由として「運

動が好きだから」，「技を覚えられる」などの理由が多かった。しかし，「嫌い」と答えた児童もおり，

その理由として「運動が苦手」や「体力がないから」と答えている。 

「体育の中でどんな学習がすきですか」という質問には，「水泳」，「ドッジボール」，「サッカー」

などが上位にあげられた。また，「跳び箱が好き」という児童も多くその理由として「ジャンプする

のが楽しい」や「跳べたときの達成感」と答えた児童もいた。「嫌い」と答えた児童の中には，「跳

ぶのがこわい」という理由があげられていた。跳び箱で楽しい，嬉しいと感じるときは，「跳べたと

き」が圧倒的に多く，達成したときの喜びが強いようである。さらに「高い段を跳ぶこと」や「自

分の記録に挑戦するとき」という答えもあり，跳びたい，挑戦したいという意欲は高いと感じられ

る。逆に楽しくないときは，「跳べないとき」が大半となっており苦手意識や嫌いという感情の要因

になっていると考えられる。 



「跳び箱でできるようになりたいと思う技は何ですか」という質問には，「台上前転」が１番多く，

次いで，「ひじ曲げ前方倒立回転跳び」，「首・頭はね跳び」，「抱え込み跳び」の順となっていた。 

「跳び箱の学習でどんな授業をしてほしいか」という質問には，「跳べそうな所で挑戦したい」，

「楽しい授業」，「安全な授業」，「跳び箱のコツがわかる授業」と答えている。 

「体育の授業で友達のアドバイスがある方がいいか」という質問には，「アドバイスがある方がい

い」と答える児童が多かった。「アドバイスをするときに欲しい道具があるか」の質問には「タブレ

ット端末を使いたい」，と言う児童が大半であった。また，「タブレット端末を使うとどんなアドバ

イスができそうですか」という質問には「映像を一緒に見ていいアドバイスができそう」という答

えが多かった。 

 

体育アンケートの結果 

質問 結果 

①体育は好きですか 好き：２９人 

・運動が好きだから 

・ノートを使わないから 

・技を覚えられる 

・跳び箱，プールが好き 

嫌い：７人 

・運動が嫌い 

・運動が苦手 

・体力がない 

②体育ではどんな学習が好きで

すか（複数回答） 

・ティーボール・・・５    ・ドッジボール・・・・・１１ 

・マット運動・・・・１３   ・バスケットボール・・・６ 

・高跳び・・・・・・３     ・跳び箱・・・・・・・・２２ 

・短距離・・・・・・１    ・ハードル・・・・・・・２ 

・リレー・・・・・・５     ・水泳・・・・・・・・・９ 

・サッカー・・・・・６     ・幅跳び・・・・・・・・２ 

③跳び箱は好きですか 好き：２６人 

・跳べた時の達成感があるから 

・ジャンプするのが楽しいから 

・いろいろな跳び方があるから 

嫌い：１０人 

・台上前転ができないから 

・こわい 

・跳べないから 

④跳び箱運動で，できるようにな

りたいと思うことや技は何で

すか 

・かかえこみ跳び  ・開脚跳び  ・台上前転   

・首・頭はね跳び 

⑤跳び箱学習でどんな授業をし

てほしいと思いますか 

・挑戦できる授業  ・楽しい授業   

・タブレット端末を使った授業 

・安全な授業  ・跳び方のコツがわかる授業 

⑥体育の授業でアドバイスはあ

る方がいいですか 

・アドバイスはある方がいい   

・気づいてないところを教えて欲しい 

・アドバイスを聞くと上手になる 

⑦自分の跳んでいる姿を見たこ

とがありますか 

・ありません３２ ・あります４ 

⑧跳んでいる姿をすぐにみたい

ですか 

・みたい２９ ・みたくない４ ・どちらでもない３ 



⑨アドバイスするときに欲しい

道具はありますか 

・タブレット端末  ・ビデオカメラ   

⑩タブレット端末を使うとどん

なアドバイスができそうです

か 

・映像を一緒に見ていいアドバイスができそう 

・細かくアドバイスができそう 

 

５ 指導にあたって 

跳び箱運動は，非日常的な運動であることから，跳び越すためには感覚づくりが大切になってく

る。技を行う際は，技のイメージができても，自分の体の動きがどうなっているかとらえることが

できない。そんなときにタブレット端末を活用して動画として撮ることで，自分の動きがどうなっ

ているのかをその場ですぐに確認することができる。技の見本やポイントをすぐに確認できるよう

にし，児童がお互いに動画を見ながら教え合って技に取り組み，それを達成できたときに楽しさや

喜びを感じることができるだろうと考える。 

本単元では，オリエンテーションで跳び箱学習を進める上での記録の仕方，場の作り方を知らせ，

児童ができる技を調べて実態を把握する。そのことを踏まえ，１単位時間の前半で跳び箱に必要な

感覚づくりの運動を行い，自分が今持っている力でどんな支持跳び越しができるのかを考え，より

上手に跳べる練習をして自信を持たせたい。後半は，もう少し努力すればできそうな技に挑戦する

活動を取り入れる。児童が自己の能力にあっためあてに向かって計画的に学習を進めていくために，

児童一人一人の思いや願いを受け止めて，技能のつまずきを把握し指導助言をしていきたい。さら

に，タブレット端末を活用し，児童がお互いに動画を確認しながらアドバイスを仕合い，自分に必

要な動きのポイントを知り，練習の場を選び達成への見通しが持てるようにすることで意欲的に活

動すると考える。 

 

（１）場の設定の工夫 

    跳び箱だけでなくセーフティマットやひな壇を利用し，高さへの抵抗感をなくす工夫をする。

また，つまずきを克服するための練習の場を設ける。 

（２）支援の工夫 

   運動のポイントを掲示したり，自分の跳び方を振り返り確認したりできるようにタブレット

端末を取り入れることで，児童が課題を持って活動できるようにする。また，学習カードを活

用し，次の課題をみつけて進めるようにする。 

（３）学び合いの工夫 

   学習カードを利用して，児童の感想を書かせ自己評価させる。また，児童どうしが克服への

ポイントを教え合うことで相互評価をさせる。さらに学習カードを活用して児童の実態を把握

し次時の学習にスムーズに取り組めるようにする。 

（４）跳び箱につながる遊びの紹介 

   ケンパー跳びや馬跳びのなどの遊びを紹介し，休み時間などを利用した感覚づくりができる

ように工夫する。 

 

 

 

 



６ 単元の評価規準 

運動への関心・意欲・態度 運動についての思考・判断 運動の技能 

① 技を高めたり，新しい技に挑

戦したりする楽しさや喜びに

触れることができるよう，跳び

箱運動に進んで取り組もうと

している。 

② 約束やきまりを守り，友達と

助け合って技の練習をしよう

としている。 

③ 器械・器具の準備や片付け

で，分担された役割を果たそう

としている。 

④ 運動する場を整備したり，器

械，器具の安全を保持したりす

ることに気を配ろうとしてい

る。 

① 課題の解決の仕方を知ると

ともに，自分の課題に合った練

習方法や場を選んでいる。 

② 練習の場や技の練習の仕方

を選んだり工夫したりしてい

る。 

① 自分の力に合った安定した

基本的な支持跳び越しや回転

技，及びその発展技ができる。 

 

７ 単元の評価計画 

時
間 

主なねらい・学習活動 
学習活動に即した評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断 運動の技能 

１ 

１.オリエンテーション 

・記録の仕方がわかる。 

・自分に合った，めあての決

め方を知る。 

・技調べをする。 

 

２.まとめ 

 

①技を高めたり，

新しい技に挑戦

したりする楽し

さや喜びに触れ

ることができる

よう，跳び箱運

動に進んで取り

組もうとしてい

る。 

  

２ 

１.準備の仕方がわかる。 

 

２.準備運動の仕方がわかる。 

 ・ こんな運動してみよう。 

 

 

③器械・器具の準

備や片付けで，

分担された役割

を果たそうとし

ている。 

 

  

 

３.やってみる 

・基本の技に挑戦する。 

   



３ 

・自分に合った，練習の場を

選び，練習する。 

 

４.まとめ 

 

④運動する場を整

備したり，器械，

器具の安全を保

持したりするこ

とに気を配ろう

としている。 

①課題の解決の仕

方を知るととも

に，自分の課題

に合った練習方

法や場を選んで

いる。 

 

４ 

１.こんな運動してみよう。 

・うさぎ跳び，カエル倒立，

カエルの足打ち，頭倒立，

舞台，ひな壇を使った練習。 

 

２.やってみる。 

・基本の技に挑戦する。 

 

３.ひろげる 

・進んだ技に挑戦する。 

 

 

４.深める 

・できる跳び方で技の美しさ

を追求する。 

５.まとめ 

 ①課題の解決の仕

方を知るととも

に，自分の課題

に合った練習方

法や場を選んで

いる。 

① 自分の力に合

った安定した基本

的な支持跳び越し

や回転技，及びそ

の発展技ができ

る。 

５ 

②約束やきまりを

守り，友達と助

け合って技の練

習をしようとし

ている。 

 

②練習の場や技の

練習の仕方を選

んだり工夫した

りしている。 

 

６ 

②約束やきまりを

守り，友達と助

け合って技の練

習をしようとし

ている。 

 

②練習の場や技の

練習の仕方選ん

だり工夫したり

している。 

 

７
（
本
時
） 

 ②練習の場や技の

練習の仕方選ん

だり工夫したり

している。 

①自分の力に合っ

た安定した基本

的な支持跳び越

しや回転技，及

びその発展技が

できる。 

８ 

  ①自分の力に合っ

た安定した基本

的な支持跳び越

しや回転技， 

 

   及びその発展技

ができる。 

 

 

 

 



８ 学習における具体の評価規準 

 

 Ａ（十分満足できる） Ｂ（おおむね満足できる） 努力を要する子への支援 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

 

関①  

提示された技を理解し，何度も

繰り返し試みようとしている。 

 

 

 

関①  

技を高めたり新しい技に挑戦し

たりする楽しさや喜びに触れる

ことができるよう，跳び箱運動に

進んで取り組もうとしている。 

 

関① 

やさしい場などを紹介し，跳び

箱運動に取り組んで楽しめる

ように声かけする。 

 

関②  

常に約束やきまりを守り，友達

のよさを認め，励まし合いなが

ら技の練習をしようとしてい

る。 

関②  

約束やきまりを守り，友達と助け

合って技の練習をしようとして

いる。 

 

関② 

約束や決まりを守ることの大

切さをわからせ，友達と助け合

って技の練習をさせる。 

 

 

関③  

常に準備や片付けで，分担され

た役割を果たそうとしている。 

 

 

関③  

器械・器具の準備や片付けで，分

担された役割を果たそうとして

いる。 

 

関③ 

具体的な指示をして，器械・器

具の準備や片付けに参加させ

る。 

 

関④ 

運動する場を整備し，運動中に

も安全に気を配ろうとしてい

る。 

 

関④  

運動する場を整備したり，器械・

器具の安全を保持したりするこ

とに気を配ろうとしている。 

 

関④ 

運動する場を整備したり，保持

したりすることの大切さをわ

からせ友達同士声かけできる

ようにする。 

思
考
・
判
断 

 

思① 

自己の能力を知り，見通しをも

って自分の課題に合った練習の

場や方法を選んでいる。 

 

 

思① 

課題の解決の仕方を知るととも

に，自分の課題に合った練習の場

や方法を選んでいる。 

 

 

 

思① 

課題に応じた練習方法や場を

示したカードを使い，練習にふ

さわしい場を選ばせる。 

 

技
能 

 

技① 

自分の力に合った安定したダイ

ナミックな動作で，基本的な支

持跳び越し技や回転技，及びそ

の発展技ができる。 

 

 

技① 

自分の力に合った安定した基本

的な支持跳び越し技や回転技，及

びその発展技ができる。 

 

技① 

課題に応じた場と練習方法を

再選択できるように声かけす

る。 



９ 指導計画 

 

１０ 本時の指導 

(１) 本時の目標（７／８） 

・ 課題の解決の仕方を知るとともに，自分の課題に合った練習の方法や場を選ぶことができる。

【思考・判断】 

・ 自分の力に合った安定した基本的な支持跳び越しや回転技，及びその発展技ができる。【技能】 

（２）授業仮説 

・ 友達同士教え合う場において，タブレット端末を活用することで課題を把握することができる

であろう。 

・ めあて２の場面において，課題に応じた練習方法や場を示したカードを活用することで，自分

に必要な練習方法や場を選ぶことができるであろう。 

(３) 準備物 

①跳び箱・・・５セット ②マット・・・２０枚 ③セーフティマット・・・２枚  

④踏みきり板・・・１０枚 ⑤タブレット端末・・・５台（教師１，児童４） 

⑥ひな壇３台 ⑦大型テレビ・・・１台  

⑧ポイントカード・・・「やってみる」「ひろげる」のポイント紹介カード 

⑨ＣＤプレーヤーとＣＤ・・・準備運動用(こんな運動してみように使用するテンポのよい曲) 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７（本時） ８ 

(分) 

１０ 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

３０ 

 

 

 

４０ 

 

 

 

４５ 

 

☆オリエンテ

ーション 

 

○記録の仕方

がわかる。 

○自分に合っ

た，めあて

の決め方を

知る。 

 

 

○技調べをす

る。 

 

 

 

 

○まとめ 

 

☆毎時間の始めにこんな運動してみよう 

うさぎ跳び，馬跳び，カエルの足うち，頭倒立，舞台を使った練習 

○準備の仕方がわか

る。 

○準備運動の仕方が

わかる。 

やってみる 

「基本の技」 

①自分に合った「め

あて」と「練習の

仕方」を選ぶ。（学

習カードに沿っ

て） 

 

②練習の場で，そこ

に集まった仲間と

教え合ったり協力

し合ったりして練

習する。 

 

 

 

 

        

 

                

                

学習カード記入 

感想発表 

次時の説明 

ひろげる・・・「進ん

だ技」に挑戦しよう。                   

めあて２  

努力すればできそう

な技に挑戦しよう。 

 

深める・・・できる跳び方で技の美しさを追求 

する。 

今日できるようになった技や，レベルアップし 

た技を紹介する。 

 

やってみる・・・「基本の

技」に挑戦しよう。 

めあて１ 

自分のできる技をレベル

アップさせよう！ 

 



(４) 展開 

 主な学習活動 ○指導上の留意点 評価 

導
入
７
分 

１「こんな運動してみよう」をす

る。 

 ・うさぎ跳び 

 ・カエルの足うち 

 ・カエル倒立 

 ・頭倒立 

 ・ひな壇を使った練習 

 ・舞台を使った練習 

 

○音楽に合わせて準備運動，「こんな

運動してみよう」をすることで体

も気持ちも盛り上げる。 

 

 

○跳び箱の技の達成につながること

を意識させながら，楽しく取り組

めるようにする。 

 

展
開
①
１
０
分 

２ めあて１を確認する。  

 

 

３ 「やってみる」での基本の技

に挑戦する。 

・開脚跳び 

・大きな開脚跳び 

・かかえこみ跳び 

・台上前転 

 

 

 

 

(タブレット端末を活用し，動きを

確認) 

 

 

 

 

 

 

 

 

○どんな技を何段で跳ぶか，どんな

ことに気をつけて跳ぶのかを意識

させる。 

○今できる技をたしかめさせる。 

○跳び箱を跳ぶときのきまり，手を

上げる，助走，踏み切り，跳ぶ，

着地(両手を上げてポーズ)を確認

させる。 

○自分の課題にあった場で安全に注

意して取り組ませる。 

○それぞれの場所で動画を確認でき

るようにする。 

○より大きく美しく跳ぶように声か

けする。 

 

 
 

展
開
②
２
０
分 

４ めあて２を確認する。 

 

 

５ 「ひろげる」での進んだ技に

挑戦する。 

 ・横跳び越し 

 ・首はね跳び 

 ・頭はね跳び 

 

 

 

○自分の課題にあった練習の場で安

全に注意して取り組ませる。 

○基本の技の段階の児童が練習でき

る場を設定する。 

 

 

 

 

思考・判断② 

 

 

 

 

めあて１ 自分のできる技をレベルアップさせよう！ 

めあて２ 努力すればできそうな技に挑戦しよう。 



 

 ・ひじ曲げ前方倒立跳び 

 ・友達同士で教え合う 

(タブレット端末を活用し，動

きを確認) 

 

６ 「ふかめる」 

・できる跳び方で技の美しさを

追求する 

○タブレット端末で自分の跳び方，

ポイントを確認させる。 

○それぞれの練習場所でお互いに教

え合うことができるように声かけ

をする。 

○今日できるようになった技や，レ

ベルアップした技を紹介する。 

 

 

 

 

 

技①（観察，学習カード） 

ま
と
め
８
分 

７ 学習カードに記入する 

８ 感想発表をする 

 

９ 次時の説明 

○自分や友だちの頑張りや良いとこ

ろを認められるように声かけをす

る。 

 

 

１１ 場の設定 

めあて１，２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２ 授業の実際の様子 

時 学びの課程 今後の計画 主な教師の働きかけ 

１ ○オリエンテーション。 

○技調べ。 

○跳び箱学習においての注意点，授業の流れなどを

確認し，技のポイント紹介，めあてを決めやすい

ようにめあて例を掲示した。 

 めあてを決めて学習することのよさについて説明し，例えば「ウルトラマン」なら「どんな技」

ができるように「何を」「どのようにして」技をできるようにするか例を挙げ紹介した。同様に「仮

面ライダーの場合」，「マブヤーの場合」など関心を持ちやすいように身近なキャラクターでめあて

を紹介した。 

 技調べでは，自分のできる技を披露してもらった。また，自分が持っているワークシートに記入

させた。 

 ほとんどの児童が抱え込み跳びに挑戦したことがないと答えていたので動画を使って技を紹介

した。その際にポイントも一緒に紹介した。 

 １時間でめあてをしっかり決めることができない児童も多いように感じたのでめあて例を教室

に掲示して普段から確認できるようにした。 

２ ○準備の仕方がわかる。 

○準備運動の仕方がわかる。 

○基本の技に挑戦する。 

○分かりやすいように跳び箱の配置図を掲示。ビニ

ールテープでポイントを打つ。 

○サーキット（感覚作り運動）の意味を伝える。 

 準備の仕方がわかりやすいように跳び箱などの配置図を掲示して全員で配置した。その際に一緒

に準備し，助走にかぶらないか確認した。 

 準備運動の仕方を全体で確認。感覚作りの大切さを伝え，かえるの足打ちやうさぎ跳びなど５種

類の動きがどの技の達成につながるかを説明して取り組んだ。その際，リズムに乗って楽しく取り

組めるようにテンポのいい曲をかけながらスタートした。 

 第２時では，感覚作りの運動において１つ１つの運動のレベルを上げていかないといけないと感

じた。例えばうさぎ跳びでは，手より前に足を運ぶように突き放すことやかえるの足打ちでは，逆

さになったときに足を打つ回数を増やせるようにするなどの意識が必要だと感じたので声かけを

していきたい。 

３ ○準備の仕方がわかる。 

○準備運動の仕方がわかる。 

○基本の技に挑戦する。 

○準備運動（感覚作りサーキット）の意味を伝え，

意識するポイントを伝える。 

○自分のできる技に挑戦できるように声かけする。 

 ポイントを打ってあることで，準備の時間が短くなってきたが全体での動きが鈍いため，どこに

何を準備するのか声かけが必要。 

準備運動（感覚作りサーキット）で跳び箱に必要な感覚が身につくように声かけをしていった。

かえるの足打ちでは，足を何回打てるか挑戦してみるように声かけをしている。うさぎ跳びでは自

分の手よりも前に足がくるように意識させた。馬跳びではリズムよく跳ぶことや相手の跳びやすい

高さに調整してあげることなどを意識させた。頭倒立では手と頭の位置を教え三角形になるように

配置するようにしている。ひな壇の場ではかかえこみ跳びや台上前転のやさしい場として取り組ま

せた。その結果楽しんで感覚作りの運動をしている。しかし，活動が停滞する場面も見られるので

常にそれぞれの場に声かけをしていきたい 

基本の技に挑戦する場面では，自分のできる技のレベルアップにつながるよう着地や空中姿勢な

どに気をつけて跳んでいくように声かけをした。膝を曲げてぴたっと着地できることで技が完成す



ることを伝えている。一人一人の跳んでいる姿を動画で確認していったが時間がかかりすぎて運動

量が落ちるので改善が必要である。 

４ ○準備運動（感覚作りサーキット） 

○基本の技に挑戦する。 

○進んだ技に挑戦する。 

○今日できるようになった技やレベルアッ

プした技を紹介する。 

○感想記入，発表 

○感覚作りサーキットのレベルアップができるよ

うにポイントを伝える。 

○基本の技では，着地を意識させる。 

○進んだ技では，どの練習をして挑戦するか，アド

バイスしてくれる友達と考える。 

○できるようになった技，レベルアップした技があ

る人は帽子を赤にしてみんなに見てもらう。 

 感覚作りでは，うさぎ跳びのときに突き放して着地する瞬間に手を叩くことを意識させた。基本

の技に取り組む場面では，前回の反省を生かし，跳ぶ時間→動画を確認しアドバイスをする時間→

それを受けて跳ぶ時間という流れにした。運動量は落ちないがアドバイスや声かけも流されやすい

ことが課題としてある。動画を確認する時間に一人ずつ動画を止めてみんなでアドバイスをしてみ

る。進んだ技に挑戦する場面では，テレビで見た「サー，タン，パッ，トン」で跳び箱が跳べると

言っていたので半信半疑ながら試してみた。すると，開脚跳びができなかった児童が跳べるように

なった。他の技でも使えそうなので魔法の言葉として取り入れたい。  

５ ○準備運動（感覚作りサーキット） 

○基本の技に挑戦する。 

○進んだ技に挑戦する。 

○今日できるようになった技やレベルアップし

た技を紹介する。 

○感想記入，発表 

○感覚作りサーキットのレベルアップができる

ようにポイントを伝える。 

○基本の技では，着地を意識させる。 

○進んだ技では，どの練習をして挑戦するか，

アドバイスしてくれる友達と考える。 

○できるようになった技，レベルアップした技

がある人は帽子を赤にしてみんなに見てもら

う。 

 準備運動の意識が高くなってきているがまだ，適当に流している児童も見られるため声かけをし

ていく。基本の技では，跳ぶ時間→動画を確認する時間→跳ぶ時間と流れが定着し，スムーズにな

った。着地を意識して跳ぶ児童が多くなり「おしい」や「もう少し」などの声が周りから聞こえて

いる。進んだ技では，魔法の言葉を使い，かかえこみ跳びに挑戦する児童の姿があった。達成でき

た児童の満足そうな顔が印象的だった。多くの児童が意欲的に挑戦して練習の場を選んでいるが，

アドバイスの仕方などのレベルをあげていきたい。教師のタブレットも上手く活用し手立ての必要

な児童への支援を心がける。 

 進んだ技の取り組み方で一人一人アドバイスをじっくりしていく方針だったが極端に運動量が

落ちるため改善が必要だと感じた。基本の技の取り組み方を参考に考えていく。 

６ ○準備運動（感覚作りサーキット） 

○基本の技に挑戦する。 

○進んだ技に挑戦する。 

○今日できるようになった技やレベルアップし

た技を紹介する。 

○感想記入，発表 

○感覚作りサーキットのレベルアップができる

ようにポイントを伝える。 

○基本の技では，着地を意識させる。 

○進んだ技では，どの練習をして挑戦するか，

アドバイスしてくれる友達と考える。 

○できるようになった技，レベルアップした技

がある人は帽子を赤にしてみんなに見てもら

う。 

○跳び箱を跳んだ後の戻り方を指導する。 



 準備運動では，うさぎ跳びの着地の瞬間に顔の前で手を打つ動きを繰り返し練習している。かえ

るの足打ちでは，４回打てる児童もいて周りのいい刺激となっている。頭倒立も補助をしてもらい

ながら逆さ感覚を身に付けている。ひな壇の場では，かかえこみ跳びの感覚や台上前転の感覚を身

に付けている。声かけを継続し，感覚を身に付けられるようにしていく。 

基本の技では，跳ぶ時間と動画を確認する時間をはっきりさせたことで運動量が増えている。着

地を意識させるために声かけをしている。 

進んだ技に挑戦する場面では，基本の技の流れを取り入れ挑戦する時間，動画を確認してアドバ

イスをする時間，トラブルシューティングを活用し，練習の方法や場を選び練習する時間，挑戦す

る時間を決めて取り組ませている。大まかな流れを決めたことで運動量も増え，スムーズな流れに

なった。しかし，授業全体的に時間がかかるため時間の管理が大切だと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


